
する箇所には、カブース国王と安倍首相

が、東京大学中東地域研究センターにあ

るスルタン・カブース・グローバル中東

研究寄付講座の設立を通じて達成され

た学術的貢献を高く評価したこと、また

2014年10月に東京で開催されるスル

タン・カブース講座の国際シンポジウム

に期待しつつ、そのような取組みが日本

国における中東地域研究を更に促進す

ることへの期待を表明したことが明記さ

れています。

現在UTCMESは、この共同声明で言

及されたシンポジウムが成功のうちに

終わるように、各方面の関係部署と協力

して準備を進めています。世界のカブー

ス講座の担当教員はもちろんのこと、学

術分野だけではない、幅広い分野からの

出席者を迎え、中東地域研究の促進そし

て人類の知の蓄積に貢献できるような

プログラムを検討中です。ご期待くださ

い。

なお、共同声明の全文は、日本国外

務省のホームページから閲覧・ダウン

ロードすることができます（http://www.

mofa.go.jp/mofaj/me_a/me2/om/

page24_000186.html）。

（執筆：近藤洋平）

は、訪問中はもちろんのこと、訪問の前後

にも、安倍首相の動向や日本に関連する

多くの記事が掲載されました。

カブース国王と安倍首相との首脳会

談後には、両国の共同声明が発出されま

した。共同声明は1．政治・安全保障分野

における協力、2．経済分野における協

力、3．教育・文化分野における協力、そ

して4．地域および国際社会の課題とい

う四つの柱から構成されています。この

うち、教育・文化分野における協力に関

東京大学中東地域研究センターの下

にあるスルタン・カブース・グローバル中

東研究寄付講座は、オマーン国からの寄

附金によって運営されています。新年を

迎えて間もない2014年の1月9日から

10日の二日間、安倍晋三内閣総理大臣

が、このオマーン国を訪問しました。現職

の日本の首相の現地訪問は、1990年の

海部俊樹首相の訪問以来、24年ぶりのこ

とです。現役の首相の訪問ということも

あり、現地の関心も極めて高く、現地紙に
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UTCMES ニューズレター VOL.5

2013 年 10 月 17 日および 18 日、

東京大学中東地域研究センターでは、

山形国際ドキュメンタリー映画祭のご

協力のもと、各監督によるトークセッ

ションをまじえた、映画上映会「ドキュ

メンタリー映画から知る『アラブの春』」

を開催しました。映画上映会では、「山

形国際ドキュメンタリー映画祭」に出

品された「アラブの春」に関する作品

のうち『良いはずだった明日』と『気

乗りのしない革命家』の二作品を上映

しました。

初日に上映した『良いはずだった明

日』は、革命の混乱のなかにあるチュ

ニジアを描いた映画です。喧噪の路上

で監督が出会った女性アイーダは、離

婚し、障害者の息子を連れて路上をさ

まよいながら、次々と空き家を見つけ

ては強引に住み着き、問題を起こしま

す。映画は、貧困のなかで日々の糧に

も窮する彼女が、それでも逞しく生き

抜く姿を追っています。革命に熱狂す

る民衆の裏で、社会から疎外されてき

た女性の目に映った現実の姿を浮かび

上がらせる力強い作品でした。

第二日目に上映した『気乗りのしな

い革命家』は、「アラブの春」をカメラ

に収めようとイエメンへ向かった監督

が、案内役で観光業者のカイスを追っ

ています。反政府デモによりビジネス

に打撃を受けたカイスは、日々の苦し

い暮らしに追われ、出産を控えた妻と

もぎくしゃくしてしまいます。当初、

カイスはデモには懐疑的でしたが、政

府によるデモ隊への発砲と死傷者を目

撃することで、その様子が徐々に変化

していく様子が丁寧に描かれた作品で

した。

（執筆：辻上奈美江）

2. 映画上映会：ドキュメンタリー映画から知る「アラブの春」
　 開催報告

（上映後に登壇し、質疑に応答するヒンド・ブージャーマア監督）

（上映後の質疑に答えるショーン・マカリスター監督。
左は、二日間通訳を担当した本学学生の伊藤早悠里さん）

東 京 大 学 中 東 地 域 研 究 セ ン タ ー

（UTCMES）は、2012 年度から中東イ

スラーム世界セミナーを開催していま

す。このセミナーシリーズは、中東イ

スラーム世界について、幅広く、また

深く掘り下げて探求する趣旨を持った

公開講座です。中東・北アフリカ地域

のみならず、南アジア、東南アジアな

どイスラーム世界全体に視野を広げて、

特定のテーマについて、多角的な視点

から考察することを目的としています。

2013 年度は、「中東の思想と社会を

読み解く」というテーマのもと、主と

して中東・北アフリカ地域における社

会・文化・思想の多様性およびその特

質を、全 11 回の講義から明らかにしま

した。このうち第 6 回から第 11 回の

計 6 回を、2013 年 10 月から 2014

年 2 月にかけて実施しました。以下、

各回の概要を報告します。

なお、一連のセミナーの成果は、論

集として 2014 年に出版する予定です。

●第 6 回「12 イマーム・シーア派のハ

ディース観」

日時：2013 年 10 月 12 日

14：00-15：30

場所：駒場キャンパス 18 号館 4 階

コラボレーションルーム 3

講師：吉田京子

（神田外語大学外国語学部専任

講師）

2013 年 10 月 12 日（ 土 ）、

UTCMES は中東イスラーム世界セミ

ナー「中東の思想と社会を読み解く」

の第 6 回「12 イマーム・シーア派のハ

ディース観」を開催しました。はじめ

に吉田京子講師は、シーア派において

ハディース（伝承）とは第一義的に「イ

マームの言行録」として認識されてい

ること、ハディースそのものが救済の

要、救済の必須条件とみなされ、重視

されてきたことなど、スンナ派とは異

なるシーア派のハディース観について

説明しました。続いて吉田講師は、シー

ア派の多数派である 12 イマーム・シー

ア派のハディース観のうち、イマーム

（シーア派共同体の指導者）は必ず先代

による明確な指名を受けている、とい

うナッス理論、またイマームは「清め

られた者」でありあらゆる誤謬から免

れているとする不可謬性の理論につい

て説明しました。そしてイマームの伝

承としてのハディースの利点に言及し

た後、西暦 10 世紀の学者クライニー

によって編纂され、高い評価を受けて

いる『充全の書』の構成やその特徴に

ついて解説しつつ、現在シーア派のハ

ディース集が活発にアラビア語から他

言語に翻訳され、広く愛読されている

ことに触れました。

 

●第 7 回「シーア派思想史と極端派（グ

ラート）」

日時：2013 年 10 月 19 日

15：30-17：00

場所：駒場キャンパス 18 号館 4 階

コラボレーションルーム 3

講師：菊地達也

（東京大学大学院人文社会系研

究科准教授）

2013 年 10 月 19 日（ 土 ）、

UTCMES は中東イスラーム世界セミ

ナー「中東の思想と社会を読み解く」

の第 7 回「シーア派思想史と極端派（グ

ラート）」を開催しました。はじめに菊

地達也講師は、グラート（極端派）に

関する先行研究の説明を引用しつつ、

極端派を規定するのは基本的に分派学

者であること、基本となる教義は特定

個人の神格化にあること、そしてシー

ア派の中で思想の極端さゆえに排除さ

れた人びとがその源流であることなど、

グラートとして語られる集団がもつ共

通項を提示しました。続いて菊地講師

は、8 世紀に活動したハッターブ派や

ホッラム派の主張を紹介しつつ、西暦

7 世紀からの極端派の形成を説明しま

した。そして現在も存続するドゥルー

ズ派とアラウィー派について、菊地講

師は、輪廻転生をはじめとする両派の

特徴的な思想、自己防衛のための信仰

隠しや土着の民俗との混淆などの両派

の共通点、また相違点を解説しました。

講義の最後では、こうした極端派に対

する多数派の姿勢として、イブン・タ

イミーヤ（1326 年没）によるドゥルー

ズ派ほか諸派の法学上の位置づけ、ま

た現代イスラーム世界における事例が

報告されました。

3. UTCMES 中東イスラーム世界セミナー実施報告
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●第 8 回「東方イバード派における罪

概念の展開」

日時：2013 年 11 月 2 日

15：30-17：00

場所：駒場キャンパス 18 号館 4 階

コラボレーションルーム 3

講師：近藤洋平

（東京大学大学院総合文化研究

科特任助教）

2013 年 11 月 2 日（土）、UTCMES

は中東イスラーム世界セミナー「中東

の思想と社会を読み解く」の第 8 回「東

方イバード派における罪概念の展開」

を開催しました。報告を担当した当セ

ンターの近藤が、はじめにイバード派

の歴史、現在の状況について概説しま

した。続いて、宗教集団の特質を究明

するために宗教社会学の分野で提示さ

れてきた理論や成果を紹介しつつ、そ

の中から、集団内の構成員による逸脱

に対して、東方イバード派がどのよう

に対応していたのかという問題を、同

派における罪の理解、また「関わりを

絶つこと」を意味するバラーアの宣告

の実態というふたつの点から説明して

いきました。東方イバード派における

罪の理解について、報告者は、イスラー

ム世界における実践に従って、同派で

は罪が大罪を軸にして分類されていた

こと、学者たちは罪に対して厳しい態

度をとっていたことを説明しました。

他方、大罪者にはバラーアが宣告され

るという点について、報告者は、バラー

アの宣告は慎重に行われていたこと、

また悔悟を求めることを通じて、大罪

を犯した構成員がイバード派共同体に

とどまることができるようにする仕組

みを整えていたことなどを論じました。

 

●第 9 回「東地中海世界における終末

思想の展開」

日時：2013 年 11 月 30 日

15：30-17：00

場所：駒場キャンパス 18 号館 4 階

コラボレーションルーム 3

講師：辻明日香

（日本学術振興会特別研究員

（PD）／東京大学東洋文化研究

所）

2013 年 11 月 30 日（ 土 ）、

UTCMES は中東イスラーム世界セミ

ナー「中東の思想と社会を読み解く」

の第 9 回「東地中海世界における終末

思想の展開」を開催しました。はじめ

に、辻明日香講師は、中世と呼ばれる

時代における、終末思想の影響力の問

題について説明しました。そして辻講

師は、講義の目的である伝統の継承と

変容、また共有されたイメージを、『偽

シュヌーダーの黙示録（2）』に至る、

東方キリスト教世界における黙示録の

検討から、また各黙示録に書かれたイ

スラーム政権像から検討しました。イ

スラーム政権以前からマムルーク朝期

に至るまでの諸黙示録における、ダニ

エル書第7章1-28節の「四頭の獣の幻」

の解釈などを丁寧に紹介しつつ、辻講

師は、アラビア語コプト黙示録は、忍

耐を呼びかけるコプト語黙示録ながら、

シリア系の「歴史的」黙示録の影響が

大きいこと、また『偽シュヌーダーの

黙示録（2）』にみられる「19 人にムス

リムの王」のモチーフは、シリア系の

「歴史的」黙示録に特徴的な歴史叙述へ

の関心がアッバース朝あるいはファー

ティマ朝期にエジプトに伝播し、コプ

ト黙示録の要素になった可能性などを

指摘しました。

 

●第 10 回「イスラーム哲学の転換点：

イブン・スィーナーをめぐる比較思

想の試み」

日時：2013 年 12 月 21 日

15：30-18：00

場所：駒場キャンパス 18 号館 1 階

メディアラボ 2

講師：小林春夫

（東京学芸大学人文社会科学系

教授）

仁子寿春

（京都大学非常勤講師）

高橋英海（東京大学大学院総合

文化研究科准教授）

　共催：科学研究費　基盤研究（c）

「イブン・スィーナー『治癒の書』

に関する比較思想史的研究（2）」

2013 年 12 月 21 日（ 土 ）、

UTCMES は中東イスラーム世界セミ

ナー「中東の思想と社会を読み解く」

の第 10 回「イスラーム哲学の転換点：

イブン・スィーナーをめぐる比較思想

の試み」を開催しました。セミナーの

司会も担当した小林春夫講師は、全体

の導入において、イスラーム哲学とは

何かを概説するとともに、最近のイス

ラーム哲学の研究動向を紹介しまし

た。また「イブン・スィーナーからス

フラワルディーへ」と題する講義にお

いて、小林講師は、イブン・スィーナー

（980-1037）における「自己」の発

見を解説した後、スフラワルディー

（1155-1191）における「光」の概念

を考察し、スフラワルディーによる「照

明哲学」のコスモロジーの基底には、

イブン・スィーナーにおける「自己」

が継承されていると論じました。

 

仁子寿晴講師は、「キンディーからイ

ブン・スィーナーへ至る『イスラーム

哲学』の系譜」と題する講義の中で、

イブン・スィーナー時代以前の哲学者

として紹介される人びとの活動を、アッ

バース朝における翻訳活動との関係か

ら論じました。仁子講師は、天文学や

医学などの自然科学と哲学伝統な密接

な関わりがあり、当時の「哲学」の目

的に一つには、翻訳文化を含めた当時

の自然科学に対応することがあったこ

とを説明しました。そして翻訳活動を

黎明期／全盛期／編集・改稿期の三つ

に時代区分し、各区分における代表的

人物の業績を紹介しました。またあわ

せて、同時代のイスラーム神学の分野

における哲学的思惟の動向を解説しま

した。

高橋英海講師は、「イブン・スィー

ナーからバルへブラエウス」という講

義の中で、13 世紀のシリア・キリス

ト教世界で活動したバルへブラエウス

（1225/6-1286）を取り上げました。

アリストテレスの『気象学』のシリア

語・アラビア語の伝承経路を例として、

高橋講師は、キリスト教徒であるバル

へブラエウスが、宗教の異なるイブン・

スィーナーの著作にアクセスできる世

界で活動していたことを明らかにしま

した。同様に、バルへブラエウスの著

作と、イスラーム世界の思想家ガザー

リー（1111 年没）の著作との比較から、

バルへブラエウスは、ムスリム世界の

思想や著作を利用していたことを説明

しました。

 

なお、本セミナーは科学研究費・基

盤研究（c）「イブン・スィーナー『治

癒の書』に関する比較思想史的研究（2）」

と共催で行われました。

●第 11 回「ムスリム王朝支配下のエ

ジプトにおけるキリスト教徒の参詣・

巡礼」

日時：2014 年 2 月 1 日

15：30-17：00

場所：駒場キャンパス 18 号館 1 階

メディアラボ 2

講師：大稔哲也

（東京大学大学院人文社会系研

究科准教授）

2014 年 2 月 1 日（ 土 ）、UTCMES

は中東イスラーム世界セミナー「中東

の思想と社会を読み解く」の最終回「ム

スリム王朝支配下のエジプトにおける

キリスト教徒の参詣・巡礼」を開催し

ました。大稔哲也講師は，講義の内容

を（1）戦中期の日本における研究の嚆

矢、（2）10 〜 15 世紀のエジプトのキ

リスト教徒による巡礼・参詣の具体例、

（3）現地の最新状況の三部に分けて説

明しました。（1）において、大稔講師

は、戦中という時局の影響を受けつつ

も、古代エジプト研究やコプト学の分

野で精力的な研究・執筆活動を展開し

た、岡島誠太郎（1895-1948）の業

績を紹介しました。続く（2）において、

大稔講師は、エジプトにおけるキリス

ト教徒の巡礼・参詣を研究するねらい

やその意義、また研究方法について論

じるとともに、10 〜 15 世紀における

巡礼・参詣の具体的な様子を、アブー・

マカーリム（Abū al-Makārim）の参詣

指南書などから明らかにしました。そ

して（3）では、2011 年以降のコプト

教徒の動向や、2013 年 12 月のエジ

プト国内のコプト教会の状況が、豊富

な画像資料とともに紹介されました。

（執筆：近藤洋平）
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ブル市場に次ぐ、東欧を中心とする第3の
絨毯市場が存在していた可能性を指摘し
た。
②ミュッラー・コレクションの特徴にみる
「ペルシア絨毯」の捉え方
絨毯目録より、絨毯164点の製作地

域・年代について統計を取った結果、中央
アジア産絨毯とコーカサス産絨毯が全体
の過半数を占めており、また「ペルシア絨
毯」に分類された製作地が広範囲にわた
り他の製作地と重複していた点が明らか
になった。報告者は地理上の絨毯製作地
よりも、むしろ絨毯の織り技術（いわゆる

「ペルシア結び」または「トルコ結び」）を
基準に判断したと推測する方が理に適う
と結論づけた。
③ミュッラー商社とガージャール朝イラ

ンの親交
2代目経営者のカール・ゲオルゲ・マイ

ヤー・ピュンター（Carl George Meyer-
Pünter）は、1904年に絨毯買付けのた
めに中東現地を訪れた。彼は1917年か
らペルシア領事に、1921年からは同総
領事を歴任しており、当時のドイツとガー
ジャール朝イランを結ぶ親交の代表的人
物であったと推測できる。今後の課題と
して、ミュッラー商社の記録とペルシア領
事時代のペルシア語史料を照合させなが
ら、絨毯交易における彼の動向を分析す
る必要性を挙げた。

以上の研究報告に対して、コメンテー
ターの杉村棟先生より、国立民族学博物
館（大阪府吹田市、以下みんぱくと略す）
が、1980〜90年代初頭にかけてミュッ
ラー商社から購入した絨毯コレクション
を所蔵しているとの情報をご教示頂いた。
ミュッラー商社の絨毯は本国スイスにお
いても僅少であり、日本国内でその所在
を確認できたことは大きな進展である。
後日談となるが、杉村先生のご紹介によ
り、2014年1月上旬にみんぱくの保管庫
にて貴重な絨毯コレクション9点（絨毯の
ほか、壁掛けや鞍掛け等の加工品を含む）
を実地調査させて頂くことができた。本研
究会を通じて貴重な研究調査の機会に恵
まれたと思う。杉村先生、そして本研究会
関係者の方に厚く御礼申し上げます。

（執筆：田熊友加里）

れ、この相違こそが当時のオリエントを
めぐる地理学的・歴史学的な認識をより
正確に捉えるための重要なキーポイント
であると言える。

そこで本報告では、ヨーロッパ側の
史料として、マイヤー・ミュッラー商社
(Teppichhause Meyer-Müller & Co.)
に焦点を当て、ドイツ語文化圏とガー
ジャール朝イラン・オスマン帝国を結
ぶ絨毯の主要な流通経路を探る手がか
りとした。1890年にカール・マイヤー・
ミュッラー（Carl Meyer-Müller　1849-
1918）によって設立されたミュッラー商
社は、スイス・チューリヒを拠点にベルン、
ジュネーヴ、パリ、ロンドンの各地に支
店を展開させながら、オリエント産絨毯
を欧米市場で取引きして巨額の財を築い
た。しかし、1990年の倒産を機に、同社
のミュッラー・コレクションの大部分が
転売処分され、その詳細は未だ正確に把
握されていない。

ミュッラー商社に関する文献資料は3
冊(①Der Orientteppich in Geschichte 
Kunstgewerbe und Handel.（1917
年）②Meisterwerke A ltpersischer 
Teppichknüpferei von Carl Meyer-
Müller.（1921年）③Meyer-Müller & 
Co. A. G.100 Jahre Teppiche aus 
dem Orient.（1970年）)のみ確認でき、
いずれの文献も同社の設立史と、カラー
写真を含む絨毯目録の二部構成である。
ミュッラー・コレクションは、精巧なオ
リエント産絨毯を近代ヨーロッパの技
術で複製し、販売するためのサンプル
として収集された。ヨーロッパにおける
オリエント産絨毯を複製する試みは、古
くは11世紀頃より連綿と続けられてき
たが、ミュッラー・コレクション形成の
背景には、近代以降のウィーン万国博覧
会（1873年）、東洋絨毯博覧会（ウィー
ン、1891年）、ムハンマド美術大展覧会
（ミュンヘン、1910年）を経て、新興の中
産階級を中心とする絨毯需要の急増が
大きく影響を与えたといえよう。

本報告では、上記の資料を基に、次の3
点について明らかにした。
①20世紀前半における「ペルシア絨毯」

の交易状況
目録に記載された在仏ペルシア公使

館記録（1913年3月21日〜1914年3
月20日）より、羊毛製絨毯と絹製絨毯の
輸出先としてロシアが過半数を占めてい
た点から、従来のロンドン市場やイスタン

昨年度に引き続き、UTCMES は、内
外の新進気鋭の研究者を招いて、活発
な議論を行い、もって中東地域に関わ
る研究の一層の発展を目指すことを目
的とする、定例研究会を開催していま
す。研究会は、ロシアや中東欧、また
南アジアや中央アジアなど、隣接領域
の研究者との交流を積極的に図ること
も目標の一つに置いています。

●第 9 回定例研究会
「19-20 世 紀 ス イ ス に お け る 絨 毯
交易―マイヤー・ミュッラー商社
(1890-1990) を事例として―」
日　時：2013 年 11 月 16 日（土）

15:30-17:00
報告者：田熊友加里

（日本女子大学学術研究員）
コメンテーター：杉村棟

（国立民族学博物館名誉教授）
会　場：駒場キャンパス18号館4階

コラボレーションルーム 2

報告要旨
本報告では、報告者が現在執筆中であ

る博士論文「「ペルシア絨毯」をめぐるオ
リエント・イメージの伝播と変容―19〜
20世紀中東地域からドイツ語文化圏へ」
（仮）の中間報告を中心におこなった。
博士論文においては、東西文化交渉史の
立場から、「絨毯研究」の発祥の地であ
る19世紀後半から20世紀中葉のドイツ
語文化圏（現在のドイツ・オーストリア・ス
イスを対象地域とする）におけるオリエ
ント産絨毯の流行と収集活動を事例に、
「ペルシア絨毯」というモノが表象する
イメージの変遷と伝播が、同時代のオリ
エント学研究、文学、芸術、マス・メディア
等に及ぼした影響を分析している。　

現存する18世紀以前に製作されたア
ンティーク絨毯の大部分は、転売を重ね
た結果、その製作地や本来の所有者（購
入者）・流通経路に不明な点が多い。絨
毯売買をめぐる市場ネットワークを究明
するためには、ガージャール朝イランや
オスマン帝国をはじめとする絨毯製作地
域と、欧米を中心とする受容地の双方の
資史料を照らし合わせる必要性がある。
また、曖昧な「ペルシア絨毯」の定義と、
実際に収集された絨毯の製作地との間
に生じた齟齬は、当然ながら、当時のド
イツ人が抱いたオリエントに対する認識
にも大きな影響を及ぼしていたと考えら

4. UTCMES 定例研究会開催報告 ●第 10 回定例研究会
「第一次世界大戦直前のオデッサ：ウ
ラジオストクとの比較」
日　時：2013 年 12 月 7 日（土）

15:30-17:00
報告者：左近幸村

（新潟大学超域学術院准教授）
会　場：駒場キャンパス18号館4階

コラボレーションルーム 2

報告要旨
本報告は、自由港制の問題に着目し

つつ、第一次世界大戦直前のオデッサ
をウラジオストクと比較することによ
り、今後の環黒海地域と環日本海地域
の比較研究の見取り図を示そうとした
ものである。こうした比較の試みに関
連する先行研究としては、たとえば国
内外で出ているオスマン帝国と清帝国
の比較論などが挙げられる。あるいは
バルカン史研究の泰斗柴宜弘も、バル
カン史と東アジア史を比較することの
意義を説いている（柴宜弘「（コラム　
歴史の風）地域史から考えること」『史
学雑誌』117 編 1 号、2008 年）。本
報告はこれらの流れを踏まえたうえで、
それをロシア史にも応用してロシア帝
国の東西比較をすることを試みた。

本報告が指摘した、オデッサとウラ
ジオストクの共通点は以下の通りであ
る。両都市とも黒海、日本海という内
海に面したロシアの南下の拠点であり、
さらに黒海は東地中海世界、日本海は
東アジア世界というより大きな海域の
一部である。またオデッサではユダヤ
人（19 世紀はギリシア人も）、ウラジ
オストクでは中国人や朝鮮人といった
ディアスポラな存在が貿易に大きな役
割を果たしたこと、オスマン帝国、清
帝国という東西のアジアを代表する帝
国がすぐ近くにあり、第一次世界大戦
直前には、バルカンやアナトリアに進
出するドイツ、満洲に進出する日本へ
の対抗策が、オデッサとウラジオスト
クの商工業者の間で議論されていた、
ということも共通している。

そのうえで本報告が特に着目したの
は、以下の類似点である。1 つはロシ
ア義勇艦隊である。これは 1879 年の
試験運行を皮切りに、オデッサとウラ
ジオストクをスエズ運河経由で結んだ
路線であり、日露戦争後には年 25 往
復ほどしている。活動初期には、オデッ
サからウラジオストクへ兵士や移民な
どを運び、日露戦争後（すなわちシベ
リア鉄道開通後）は、オデッサやノヴォ
ロシースクから砂糖やセメントなどを

運んだ。また途中、中国やセイロンか
ら茶も輸送している。このようにオデッ
サとウラジオストクは船で結ばれてい
た。

もう一点は、本報告のメインとなる
無関税港制（ポルト・フランコ）と自
由港制（ヴォーリナヤ・ガーヴァニ）
をめぐる問題である。ここで両制度の
違いについて解説しておくと、どちら
も物資の輸入に際して免税する点では
一緒だが、目的や適用範囲が違う。無
関税港制は、物資の供給による地域
経済の活性化を目的としており、適
用範囲がかなり広くなる。ロシア極東
の例だと、イルクーツクよりも東はす
べて無関税港制の適用範囲だった。一
方、自由港制の場合はあくまでもトラ
ンジット貿易の促進である。そのため、
適用範囲も港の一角というのが原則で
ある。また適用範囲内における活動も、
自由港制のほうが大きく規制される。

オデッサは 1819 〜 1857 年、ウラ
ジオストクは 1862 〜 1909 年（ただ
し 1901 〜 04 年は除く）、無関税港制
の恩恵を被っていたことが共通してい
る。しかも第一次世界大戦直前、前述
のようにドイツや日本に対抗する必要
が生じたとき、オデッサもウラジオス
トクも商工業者が対抗策として政府に
働きかけたのが、自由港制の導入であ
る。

オデッサの、自由港制導入の論拠は
以下の通りである。自由港制導入によ
り、オデッサは近東地域の流通のハブ
へと成長することが見込まれ、さらに
そのことはロシアの海運や産業の発展
を刺激することが期待できる。現在、
ドイツとオーストリア = ハンガリーが
鉄道を使ってバルカン、小アジア、ペ
ルシア市場への「経済的侵略」を試み
ているが、それに対抗するには自由港
制をオデッサに導入し、経済の主導権
を握ることが有効であると。

もっとも、管見の限りオデッサの陳
情には明示されていないが、この当時
オデッサが、ニコラエフやロストフ・
ナ・ドヌーなど他の黒海沿岸のロシア
の港から貿易面で追い上げられていた
ことも、自由港制導入の働きかけの背
景にあると思われる。その一方で独墺
への対抗という側面を強調することは、
政府を説得するレトリックとして有効
だったと考えられる。実際、商工省の
反応は好意的であった。

ウラジオストクの場合、満洲大豆の
ロンドンへの輸出をめぐる大連との競
争が、自由港制導入計画の大きな動機

であった。また朝鮮北部との経済関係
を強化する必要性も、自由港制導入の
論拠として主張されている。いずれも
隣接地域との関係強化を目指すもので
あり、日本の大陸進出への対抗策とし
ての側面があった。満洲大豆の輸出に
関連して、当時政府内で検討されてい
た、ウラジオストクとバルト海を直接
結ぶ義勇艦隊の航路創設への期待も表
明されている。この航路を使えば、ロ
シア人自身がロンドンへ直接大豆を運
べるからである。

しかしいずれの自由港制も、第一次
世界大戦勃発のため帝政期のあいだは
実現しなかった。ただし自由港制をめ
ぐる議論を検討することにより、環黒
海地域と環日本海地域の類似の状況を
明らかにすることができる。だが軍事
と経済の関係など考えるべき課題はま
だまだ多く、今後もこの比較研究を進
めていきたいと考えている。

報告後の質疑の中では、無関税港制
と自由港制の違いについてや、そもそ
もオデッサが自由港制によって目指し
たものを「ハブ」と表現するのが正し
いのか、当時本当にオデッサは「衰退」
していたのか、現在のオデッサやウラ
ジオストクとの比較などが議論された。

（執筆：左近幸村）
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2013 年 12 月、本学学生 4 人およ
び当センターの辻上奈美江が、東京大
学の体験活動プログラムを通じて、サ
ウジアラビアのプリンセス・ヌーラ大
学を訪れました。入国が難しいとされ
るサウジアラビアですが、プリンセス・
ヌーラ大学や在京サウジアラビア大使
館文化部などのご協力を得て、渡航を
実現させることができました。また現
地では、本学学生のために特別のアラ
ビア語コースを準備していただき、短
期間ながらもアラビア語を集中的に学
習する機会を得ました。また、学生た
ちは大学寮に滞在しながら、現地の学
生との交流を楽しみました。

帰国後、参加した学生たちが、今回
の体験を綴ってくれました。（辻上奈美
江）

キャンパスについて
文学部　３年　金子彩

今回私達は、世界最大規模の国立女
子大学であるプリンセス・ヌーラ大学
に滞在した。世界最大規模とのことだ
が、本当にキャンパスの大きさに驚か
された。キャンパス内には、モノレー
ルが走っており、まるで山手線のよう
にキャンパス内をぐるぐると一周して
いる。モノレールの外周に、我々が今
回滞在した寮、教員用のレジデンスエ
リアがある。寮もとても大きく、寮の
建物間の移動もゴルフカートが利用さ
れている程である。

今回は、大学側のご好意でキャンパ
ス内の寮に滞在し、学内で毎日 3 時間
のアラビア語の講義を受けることがで
きた。寮と講義室、同じ敷地内にどち
らも隣接しているから移動は簡単だろ
うと思いきや、9 時からの講義に 8 時
すぎには出発する程の遠さなのである。
まず、寮を出て、ゴルフカートで駅ま
で向かう。駅から学内に入り、電車で
数駅、講義棟に近い駅に到着する。講
義棟まで歩き、広い建物をぐるぐると
歩き、やっと到着する。大学内のモノ
レールは、この大学の有名な特徴の一
つであるが、なんと学内に 10 駅以上
もある。乗車中は、キャンパス内の様

子をぐるりと見ることができ、遥か遠
くの方には学外の様子も見える。といっ
ても、プリンセス・ヌーラ大学は空港
から近く（車で 10 分程）、学外の景色
といっても、ほとんど砂漠の様な茶色
である。学内のモノレールは本数も多
く、路線図もあり、とても快適な移動
手段であった。

講義棟内の様子に関して、本大学の
すべてを見学することはできなかった
が、講義棟内には教室、図書室、実習
室、お祈りの部屋、等様々な施設があ
り、どこの国の大学にも見られる様に、
廊下では学生が会話を楽しんでいた。
私達が訪問した週は、丁度テスト週間
で、生徒は皆試験勉強に励んでいた。
建物はとても新しく、雰囲気はアメリ
カの大学といった風だろうか。学内で
は、アバヤ（黒い上着）を着ている生徒、
着ていない生徒、様々だが、教室内で
はアバヤを羽織る程度のラフな格好で
ある。しかし、学内の敷地内とは言っ
ても、建物の外など男性のメンテナン
ススタッフの目がありそうな場面では
アバヤを着用していた。学外に一歩出
れば、アバヤにヒジャーブ、それも目
以外は全て隠すスタイルに、皆一瞬で
様変わりしていた。

私達が滞在させて頂いた大学寮だが、
一人につき一部屋、加えて共同スペー
ス用の一部屋が割り当てられた。寮を
監督する係のスーパーバイザーが事前
に各部屋を可愛らしく装飾してくれて
おり、本当に快適な寮生活であった。
他の学生と同じ様な部屋で、勉強机、棚、
ベッド、クローゼット、シャワールー
ム、洗面、冷蔵庫、と自炊は出来ないが、
寮生活には十分な設備であった。昼は、
学内のカフェテリア、売店で購入する
か、一日に一食無料配布される学食の
弁当で済ませる様だった。　　　

学内での自由は、私達よりも格段に
狭められているが、キャンパスの寮や
講義棟での様々な設備の様子は、どこ
の国とも変わらない、むしろ国立の女
子大学としては世界最大規模の充実ぶ
りであった。　

••••••••••••••••••

アラビア語でアラビア語を学んだ一週間
教養学部 1 年　茂木文華

授業は一日三時間、合計五日間に渡っ
て行われた。初日はアラビア語での挨
拶と自己紹介の練習から始まり、最終
日には簡単な形容詞などを使って簡単
な会話（初対面同士の人が各々の出身
や家族構成を語る程度のことだが）ま
でを習得するカリキュラムであった。

授業を受けて最初に驚いたのは、先
生たちが我々にアラビア語でしか話し
かけないと決めていたことである。こ
れを知ったとき、一日もしないうちに
授業に置いていかれるだろうと不安に
なった。

しかし、授業が開始されると不安は
吹き飛んだ。意思疎通が難しくて説
明を諦めた先生が英語で指示すること
も幾度かあったが、五日間でなんとか
先生の言わんとしていることを理解す
ることができるようになった。初日は

「アッサラームアライコム」以降の会話
文が聞き取れなかった私も最終日には
家族構成の説明などが聞き取れるよう
になるまでリスニング力が向上した。
それに加え、なんとか五日間で文字を
全て覚えることもできた。

これほど上達できたのはやはりアラ
ビア語漬けにされたおかげであろう。
先生の言うことがとにかく分からない
ので全員オウム返しで一言一句先生の
言葉を真似たが、それが一番功を奏し
たのではないか。

帰国後、岩波ホールで公開中の映画
「少女は自転車にのって」を鑑賞したが、
サウジの方言がとても懐かしく感じら
れた。プリンセス・ヌーラ大学で学ぶ
機会を得て、生きたアラビア語に触れ、
その響きの美しさ、流れる文字のしな
やかさに感動させられた。今後もこれ
を糧にアラビア語の学習を続けたい。

••••••••••••••••••

5. 学生たちによるサウジアラビア体験報告記 ワークショップに参加して
法学部３年　宮崎梨乃

サウジアラビアにおける今回の研修
でもっとも楽しかったことの一つに、
プリンセス・ヌーラ大学主催のワーク
ショップがある。ワークショップは２
回にわたって行われ、同大学の教員や
学生らとともにサウジアラビアの伝統
文化を体験した。

第 1 回目は、伝統織物のパッチワー
クアートであった。寮の一部屋に集め
られた我々は、まずその材料の数々に
驚いた。大きな机いっぱいに、布、糸、
ビーズが色とりどりに並べられてい
る。お題は、１つずつ与えられた木箱
を、伝統的な柄がプリントされた布を
パッチワークで飾り付けるというもの
であった。それぞれグルーガンやボン
ドを使い、色鮮やかな布やビーズを貼
り付けていく。創造性を発揮し黙々と
作業を進める者もいる中、私はあまり
の不器用さゆえに、作業のほとんどを
サポート役の学生に手伝ってもらって
いた。そんな中うっかり手が滑り、貼
り付けたばかりの布が大きくずれた。
思わず「うわっ、大丈夫かな？」と日
本語で叫ぶと、「I don’t know…」と
英語で返ってきた。日本語が分かるの、
と訊くと彼女は何故か照れる。なんと
日本語を少し理解できるだけでなく、
嵐の松本潤のファンだという。その後
は日本語と英語、覚えたてのアラビア
語をない交ぜに、日本の芸能人の話で
盛り上がった。３時間があっという間
に過ぎ、それぞれのデコレーションも
なんとか完成。サウジアラビアの伝統
芸術でつくった、世界に一つだけのジュ
エリーボックスだ。学生らとの楽しい
会話とともに、大切な宝物となった。

第 2 回目は、デーツとナッツを使っ
たお菓子作りであった。ここでも、我々
はまず部屋に入った瞬間に息を呑んだ。
テーブルに飾り付けられた料理、これ
から作るお菓子の材料、学生達のエプ
ロンに至るまで、目に入るもの全てが
可愛く女の子らしいものであふれてい
たのだ。そしてもちろん、指導役の学
生達自身もとても可愛い。圧倒的「女
子力」を目にして、よく分からない敗
北感の中、お菓子作りは始まった。

デーツ（ナツメヤシの実）を使ったお菓
子のレシピは至ってシンプル。ペースト状

のデーツに、粉ミルクや溶かしバターを
加え、よく練って団子のように丸める。後
は好みによって粉末ナッツやチョコレー
トをまぶせば完成だ。しかし最初は指示
通り団子状に丸めていた我々も、指導役
の学生達と打ち解けるうちに方向性を変
え、ここでも創造力を発揮してしまった。
星形やハート形に始まり、果てはラクダ
に至るまで…。だが意外にも、可愛くパワ
フルな彼女達には大好評だった。その後
はまたもや日本のドラマや芸能人の話で
盛り上がり、我々は互いに大事な友達と
なった。

我々はこれらのワークショップを通じ
て、サウジアラビアの伝統的文化を窺い
知ることができた。またそれ以上に、プリ
ンセス・ヌーラ大学の学生達ととても楽
しい時間を過ごすことができた。彼女達
とのやり取りは今も続いており、これから
もこの縁を大切にしていきたい。

••••••••••••••••••

サウジアラビア人女性との交流
教養学部２年　葛島早紀

サウジアラビアの女性について、私
は真っ黒なブルカで顔を隠し、家の中
では夫に尽くすといったややネガティ
ブなイメージを持っていました。

しかしプリンセス・ヌーラ大学で出
会った女性はとっても元気で明るい、
活発な女性ばかりでした。私たちが覚
えたてのアラビア語であいさつをする
と、すぐに打ち解けて話に花が咲きま
した。彼女たちは本当におしゃべりが
大好きで、とても温かい心で私たちを
歓迎してくれました。また日本語が堪
能な生徒もおり、日本のアニメやドラ
マは非常に人気が高く、日本へ留学し
たいという声もたくさん聞きました。

彼女たちは、本当によく褒め、その褒
め方もとても上手でした。可愛いらしい
もの、例えば幼い子供や、ペット、アクセ
サリーなどを見ては「ジャミール！（きれ
い、かわいいなどの意味）」と言い合いま
す。また話し相手である私たちに対しても、

「本当に日本は素晴らしい国！」と熱心に
日本の良さを語ってくれました。静かで謙
虚と言われる私たち日本人は、引率して
くださったサウジ人の女性に「全然しゃ
べらないからどうかしたのかと思った。」
と心配されるほどでした。

ところで、サウジアラビアの女性の
権利は西洋や日本では極めて低評価で
す。ですが、私たちと話すときの彼女
たちの表情からは、抑圧された女性な
どという言葉は想像もつきませんでし
た。生徒たちは元気いっぱいで、先生
方も自信に満ち、気品のある方ばかり
でした。中でも印象に残ったのは、辻
上先生の知人のお宅を訪問したときの
ことです。「西洋よりもサウジアラビア
の女性は権利が認められていないと言
われるけれど」と私たちが質問すると、
こんな答えが返ってきました。

「確かに困難もあるけれど、サウジアラ
ビアの女性は家族や男の人に助けても
らえる。けれど、西洋の女性は自分で
全てやらなきゃいけないでしょう。ど
ちらが権利があるかと言うと、逆のよ
うに私は思う。」

なるほど、と思いました。実際、サ
ウジアラビアの女性たちは、私たちが
思っている以上にたくさんの選択肢を
持てるようになりつつあるように思い
ます。政府は企業に対して女性の雇用
を推奨し、さらに大学の数が増えるに
つれ、そこで働く女性が必要とされま
す。サウジアラビアの女性が外に出て
働くということは、常識になりつつあ
るようでした。例えば、30 歳を超えて
も独身で大学で働いている女性や、将
来は医者や薬剤師になりたいという学
生ともたくさん出会いました。

しかしながら、まだ彼女たちには困
難もあるようです。女性の就職先の数
は依然少なく、どれだけの女性が希望
の職業につけるかわかりません。ある
生徒は「いつか日本で結婚したい！」
と元気よく話す一方、「親は、私を一人
で海外に出すことをとても心配してい
るの」と少し淋しそうに言いました。
彼女たちの文化や価値観を尊重しつつ
も、彼女たちの夢が少しでも実現して
ほしいと願うばかりでした。

K214277.indd   8-9 14.2.27   2:11:55 PM



1110

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
UTCMES ニューズレター VOL.5

●ザーイド大学教員のセンター訪問

2013 年 12 月 10 日火曜日、アラブ

首長国連邦（UAE）のザーイド大学

のリーマ・サッバーン博士（Dr. Rima 

Sabban）が、センターを訪問しました。

またリーマ博士は、UAE の社会情勢な

どについて講義を行いました。

●スルタン・カブース文化科学高等セ

ンター事務局長の東京大学訪問

2013 年 12 月 12 日木曜日、スルタ

ン・カブース文化科学高等センターの

ハビーブ・リヤーミー事務局長（H.E. 

Habib al-Riyami）一行が、本学を訪問

しました。事務局長一行は、長谷川寿

一本学理事・副学長および石井洋二郎

総合文化研究科長を表敬訪問したほか、

UTCMES スタッフと、2014 年 10 月

開催予定の、スルタン・カブース講座

国際シンポジウムの準備状況などにつ

いて、打ち合わせをしました。

7. センターの活動から―ヒズブッラー化するレバノン」は、「民
主化の時代（2005 年〜）」において、
ヒズブッラーがレバノン政治の主要ア
クターとなり政府を掌握していく過程
を描いている。

第 8 章では、2006 年のレバノン戦
争がヒズブッラーとイスラエルとの間
の「恐怖の均衡」の崩壊プロセスとし
て説明されるとともに、それが「新し
い戦争」としてそれまでの紛争状態と
一線を画していることが指摘される。
第 9 章では、杉の木革命以降のレバノ
ンで国内政治の諸アクターが親シリア・
反革命勢力と反シリア勢力に二分され
る中で、ヒズブッラーが前者の代表的
勢力として多極型と多数決型という二
つの民主主義モデルの採用が生み出す
ねじれを利用して権力への階段を上っ
ていく様子が明らかにされる。第 10
章は、ヒズブッラーがアラブの春によ
る国内政治および中東政治の変動、と
りわけシリア情勢の混乱にどのように
対応しようとしたかを、同組織の「中
東政治の結節点」としての側面から論
じている。

2011 年初めに始まった「アラブの
春」以降の中東政治の混乱の中で、イ
スラーム主義組織は改めて脚光を浴び
ている。本書の出版はまさに時宜を得
たものであり、そこで明かされたヒズ
ブッラーが組織の存続と発展のために
合理的に選択してきた戦術の数々は、
イスラーム主義組織の多様な実態を示
し、「イスラーム原理主義組織」などの
用語に込められた頑迷なイメージを否
定する格好の事例となっている。とり
わけ、第 10 章で言及されたアラブの
春以降のヒズブッラーの動向が「保守
としての抵抗と革命」、すなわち自らの
存在意義を喪失させるような地域秩序
の出現を阻み紛争構造の温存を志向し
ているという指摘は、イスラーム主義
組織が決して現在の中東政治および国
際政治における例外的なアクターでは
なく、他の世俗的な組織と同様に普遍
的な組織として分析の対象とされるべ
きであることを示している。

このように、イスラーム主義組織ヒ
ズブッラーを通して現代政治のダイ
ナミズムを生き生きと写し取っている
本書は、同組織が挑んでいる近代国民
国家群の機能と限界をも動態的に示し
ている。その意味では、本書は中東政
治やイスラーム主義に関心をもつ人び
とのみならず、広く現代の国際社会の
諸問題に関心を寄せるすべての人々に
とって必読の書と言えよう。

80 年代初めにかけての中東政治の変動
の産物であったことが指摘される。続
く第 2 章では、1985 年に発表され現
在までヒズブッラーの綱領として保持
されている「公開書簡」の分析をもとに、
国境を越える抵抗と革命という彼らの
思想の特徴が明かされている。第 3 章
では、内戦下のレバノンが「国家変容」
の渦中にあったとしたうえで、それに
よって地域システムおよび国家システ
ムが動揺し、非国家主体であるヒズブッ
ラーがトランスナショナルなアクター
として成長する契機を掴んだことが指
摘される。

第 2 部「多元社会の中のイスラーム
主義――レバノン化するヒズブッラー」
は、シリアがレバノンを実効支配する

「疑似権威主義の時代（1990 〜 2005
年）」において、合法政党化への道を
歩んだヒズブッラーの変容とそれがレ
バノン政治および国際政治にもたらし
た影響について論じている。「ヒズブッ
ラーのレバノン化」とは政党化という
制度化と活動の対象をレバノンに絞っ
た「ローカル化」の双方からなるもの
であり、この時代のヒズブッラーがとっ
た戦略を端的に表す言葉となっている。

第 4 章では、第二共和制の成立や中
東和平プロセスの開始といったさまざ
まなレベルでの逆風を受けながらも、
ヒズブッラーが「武装政党」という特
殊な地位の確立に至った要因が検討さ
れ、続く第 5 章では、民主主義国家
におけるイスラーム政党としてのヒズ
ブッラーの政治実践が、選挙への参加
を通じて成功を収めていることが明ら
かとされる。第 6 章では、内戦中のイ
スラエルによる南レバノン占領に端を
発する紛争に焦点を当て、非対称戦争
と代理戦争というこの紛争を特徴づけ
る二つの側面についてヒズブッラーが
演じてきた役割とそれによる紛争継続
のメカニズムについて論じられる。第
7 章では、ヒズブッラーが結成以来草
の根レベルで展開してきた社会サービ
スに焦点を当て、それに関わる人々の
実態が聞き取り調査などから明らかに
される。

第 3 部「今日の中東政治の結節点―

本書は、レバノンのシーア派イスラー
ム主義組織ヒズブッラーの、1982 年
の結成から現在までの 30 年間にわた
る軌跡とその実態を、国際政治学や比
較政治学、社会学や人類学などを援用
したディシプリン横断的な地域研究の
手法で描き出した研究書である。著者
は、現在まで 10 年以上にわたって同
組織についての調査研究の成果を発表
してきた日本における研究の第一人者
であり、本書には豊富な一次資料と現
地調査によるデータをもとにした実証
的分析が盛り込まれている。

著者は、本書の冒頭でヒズブッラー
という組織の特徴を二つの言葉に集約
して提示している。一つ目の「イスラー
ム主義のフロントランナー」は、イス
ラエルに対する「抵抗」とイスラーム
国家の樹立を目指す「革命」を活動の
軸として誕生しながらも、自爆攻撃の

「発明」を含む武装闘争とその見直し、
合法政党化の選択、国民国家との関係
調整といった方策によっていくつもの
課題を乗り越えてきたことによる。二
つ目の「中東政治の結節点」は、その
ような彼らの動向がレバノン政治・中
東政治・国際政治のダイナミズムに反
映されていることによる。

これらを踏まえて、ヒズブッラー自
体が既存の国民国家とディシプリンに
おけるそれぞれの境界線を越えるアプ
ローチが必要な存在であるとして、彼
らの動態についての分析を通じて①現
代世界におけるイスラーム主義のあり
方とその役割を論及し、②レバノン政
治、中東政治、国際政治の連環を描き
出すことが、本書の目的となっている。

本書は、レバノン政治の三つの時代
区分に沿った 3 部構成・全 10 章から
なる。

第 1 部「国境を越える抵抗と革命―
―ヒズブッラーの誕生と発展」は、「内
戦の時代（1975 〜 1990 年）」を対
象に、ヒズブッラー結成に至る組織的・
思想的基盤とその発展について解き明
かしている。第 1 章では、近年入手可
能となった資料をもとに、ヒズブッラー
の誕生がトランスナショナルなシーア
派ネットワークと 1970 年代末から

6. 書評
末近浩太（著）『イスラーム主義と中東政治：レバノン・ヒズブッラーの抵抗と革命』

名古屋大学出版会、2013年 10月刊、単行本、480頁

評者：今井静（日本学術振興会特別研究員PD／立命館大学）

（石井洋二郎総合文化研究科長（左から二人目）とオマーン側訪問団）

（左からムスラヒ駐日本オマーン大使、リヤーミー事務局長、長谷川理事・副学長）
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●UTCMESスタッフ紹介　（2014年 3月 31日現在）
＜スタッフ＞

＜ UTCMES 運営委員＞

＜スルタン・カブース・グローバル中東研究寄付講座運営委員＞

杉田	英明（センター長、兼務教授）
森元	誠二（客員教授）
辻上奈美江（特任准教授）
瀬口	美加（事務補佐員）

杉田	英明（委員長、大学院総合文化研究科教授）
伊藤たかね（大学院総合文化研究科教授）
矢口	祐人（大学院総合文化研究科准教授）

杉田	英明（委員長）
松尾	基之（大学院総合文化研究科教授）
高橋	英海

長澤	榮治（副センター長、兼務教授）
高橋	英海（兼務准教授）
近藤	洋平（特任助教）

長澤	榮治（東洋文化研究所教授）　　　　　　　
大稔	哲也（大学院人文社会系研究科准教授）
高橋	英海（大学院総合文化研究科准教授）

遠藤	泰生（大学院総合文化研究科教授、グローバル地域研究機構長）
矢口	祐人
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